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小学校算数 第５学年

組 番 氏名

次の計算をしましょう。

（１）７６８÷２４ （２）２３８÷３４

次の計算をしましょう。

（１）１４×１.７ （２）３.８×１.３

（３）９.２×０.６ （４）３.８４×１.２５

（５）７２÷０.３ （６）５.７６÷１.６

（７）６.６４÷０.８ （８）１２.５６÷３.１４

ほっかいどうチャレンジテスト

冬休み版①

※次のページにも、問題があります。

２

１
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３ に当てはまる不等号を書きましょう。

（１）７.３×０.８ ７.３

（２）１.４÷０.７ １.４

次の計算をしましょう。

（１） （２）

（３） （４）

４

２
１

＋１
２

７ ７ ３
３

－２
１

４ ２

２
＋

１
３ ５

６
－

３
７ ４

１６問中
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小学校算数 第５学年

児童用かい答

次の計算をしましょう。

（１）７６８÷２４ （２）２３８÷３４

次の計算をしましょう。

（１）１４×１.７ （２）３.８×１.３

（３）９.２×０.６ （４）３.８４×１.２５

（５）７２÷０.３ （６）５.７６÷１.６

（７）６.６４÷０.８ （８）１２.５６÷３.１４

ほっかいどうチャレンジテスト

冬休み版①

１

２３.８ ４.９４

５.５２ ４．８

２４０ ３．６

８．３ ４

積の小数点は、かけられる数とかけ
る数の小数部分のけた数の和と同じに
なるようにうちます。

商の小数点は、わられる数の移
した小数点にそろえてうちます。

１ ４
× １．７

９ ８
１ ４
２ ３．８

３．８
× １．３
１ １ ４
３ ８
４．９ ４

９.２
× ０．６
５.５ ２

３.８ ４
× １．２ ５
１ ９ ２ ０
７ ６ ８

３ ８ ４
４．８ ０ ０ ０

※次のページにも、問題があります。

２

３２

２４ ７６８

７２

４８

４８

０

７

３４ ２３８

２３８

０３２ ７

２ ４ ０
０.３）７ ２ ０

６
１ ２
１ ２

０

３.６
１.６）５.７.６

４ ８
９ ６
９ ６

０

８.３
０.８）６.６.４

６ ４
２ ４
２ ４

０

４
３ .１ ４ ） １ ２ .５ ６

１ ２ ５ ６
０
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３ に当てはまる不等号を書きましょう。

（１）７.３×０.８ ＜ ７.３

（２）１.４÷０.７ ＞ １.４

次の計算をしましょう。

（１） （２）

（３） （４）

４

分母のちがう分数のたし算、ひき
算は、通分してから計算します。

２４
３

３
７ ７

１３
１５

３
２８

２
１

＋１
２

７ ７ ３
３

－２
１

４ ２

２
＋

１
３ ５

６
－

３
７ ４

２
＋

１
＝

１０
＋

３
３ ５ １５ １５

＝
１３

１５

６
－

３
＝

２４
－

２１
７ ４ ２８ ２８

＝
３

２８

３
３

－２
１

＝３
３

－２
２

４ ２ ４ ４

＝
１５

－
１０

４ ４

＝
５
４

または、

３
３

－２
２

＝１
１

４ ４ ４

５
１

１
４ ４

かけ算では、１より小さい数をか
けると、積はかけられる数より小さ
くなります。

２
１

＋１
２

＝
１５

＋
９

７ ７ ７ ７

＝
２４

または、

７

２
１

＋１
２

＝３
３

７ ７ ７

わり算では、１より小さい数でわ
ると、商はわられる数より大きくな
ります。
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小学校算数 第５学年

組 番 氏名

次の問題に答えましょう。

（１）計算しましょう。

①２３×３.７ ②３.４×２.６

③０.４×３.５ ④７.３×０.８

⑤１４÷０.７ ⑥３０÷０.６

⑦９.８÷１.４ ⑧４０.８÷１.７

⑨４.２÷０.４ ⑩２.３８÷２.８

１

ほっかいどうチャレンジテスト

冬休み版②

※次のページにも、問題があります。
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２

（２）次の筆算で、正しく計算できているものには○を、まちがっているものに
は、正しい答えを書きましょう。

① ②

次の計算をしましょう。

（１） （２）

（３） （４）

（５） （６）

（７） （８）

０．６
× ２．７

４ ２
１ ２
１.６ ２

０．６ １
× ２．４

２ ４ ４
１ ２ ２
１ ４.６ ４

１
＋０.７１０ １.４－

７
１０

２
１

＋１
２

４ ３ １
１

－
３

６ ５

２
＋

１
３ １２

１３
－

２
１５ ５

１
＋

５

３ ８

５
－

１
６ ５

２０問中
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小学校算数 第５学年

児童用かい答

次の問題に答えましょう。

（１）計算しましょう。

①２３×３.７ ②３.４×２.６

③０.４×３.５ ④７.３×０.８

⑤１４÷０.７ ⑥３０÷０.６

⑦９.８÷１.４ ⑧４０.８÷１.７

⑨４.２÷０.４ ⑩２.３８÷２.８

１

ほっかいどうチャレンジテスト

冬休み版②

８５.１ ８.８４

１.４ ５.８４

２０ ５０

７ ２４

１０.５ ０.８５

商の小数点は、わられる数の移
した小数点にそろえてうちます。

２ ３
× ３．７
１ ６ １
６ ９
８ ５．１

３．４
× ２．６
２ ０ ４
６ ８
８．８ ４

０．４
× ３．５

２ ０
１ ２
１．４ ０

７.３
× ０.８
５．８ ４

※次のページにも、問題があります。

２ ０
０.７）１ ４ ０

１ ４
０

５ ０
０.６）３ ０ ０

３ ０
０

７
１.４）９.８

９ ８
０

２ ４
１.７）４ ０.８

３ ４
６ ８
６ ８

０

１ ０.５
０.４）４.２.０

４
２ ０
２ ０

０

０.８ ５
２.８）２.３.８ ０

２ ２ ４
１ ４ ０
１ ４ ０

０
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２

（２）次の筆算で、正しく計算できているものには○を、まちがっているものに
は、正しい答えを書きましょう。

① ②

次の計算をしましょう。

（１） （２）

（３） （４）

（５） （６）

（７） （８）

１．４６４○

分母のちがう分
数のたし算、ひき
算は、通分してか
ら計算します。

計算の答えが約分
できるときは、約分
します。

０．６
× ２．７

４ ２
１ ２
１.６ ２

積の小数点は、かけられる数とかける数
の小数部分のけた数の和と同じになるよう
にうちます。

０．６ １
× ２．４

２ ４ ４
１ ２ ２
１ ４.６ ４

４
５

７
１０

１７
３０３

１１ ４７
１２ １２

７
１５

３
４

２３
２４

１９
３０

１
＋０.７１０ １.４－

７
１０

２
１

＋１
２

４ ３ １
１

－
３

６ ５

２
＋

１
３ １２

１３
－

２
１５ ５

１
＋

５

３ ８

５
－

１
６ ５

１
＋

５
＝

８
＋

１５
３ ８ ２４ ２４

＝
２３
２４

５
－

１
＝

２５
－

６
６ ５ ３０ ３０

＝
１９
３０

２
＋

１
＝

８
＋

１
３ １２ １２ １２

＝
９

＝
３

１２ ４

１３
－

２
＝

１３
－

６
１５ ５ １５ １５

＝
７

１５

２
１

＋１
２

＝２
３

＋１
８

４ ３ １２ １２

＝３
１１
１２

１
１

－
３

＝１
５

－
１８

６ ５ ３０ ３０

＝
３５

－
１８

３０ ３０

＝
１７
３０

１
＋０.７＝

１
＋

７
１０ １０ １０

＝
８

＝
４

１０ ５

１.４－
７

＝
１４

－
７

１０ １０ １０

＝
７

１０
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小学校算数 第５学年

組 番 氏名

８
３２

１５
６０

５ ７
４，１８

次の問題に答えましょう。

（１）（ ）の中の数の公倍数を、小さい順に２つ求めましょう。

①（３，４） ②（６，１８）

（２）（ ）の中の数の最小公倍数を求めましょう。

①（２，６，９） ②（４，９，１２）

（３）（ ）の中の数の公約数をすべて書きましょう。

（１８，２４）

（４）（ ）の中の数の最大公約数を求めましょう。

①（１６，２４） ②（３２，８０）

次の問題に答えましょう。

（１）約分をしましょう。

① ② ③ ④

（２）通分をしましょう。

① ②

１

ほっかいどうチャレンジテスト

冬休み版③

５
１５

１２
４２

１ ２
３，５

※次のページにも、問題があります。

２
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３

（３）計算をしましょう。

① ②

③ ④

次の問題に答えましょう。

家から、 km西に公園があり、 km東に学校があります。

公園 家 学校

西 東

（１）公園から学校までは、何kmありますか。

式

答え

（２）家から公園までのきょりと家から学校までのきょりでは、どちらが
どれだけ長いですか。

答え

２０問中

２ ＋ １
３ ４ １１ ＋ ４

５ １５

１１ － １４
１０ ２５

５ － ５
４ ６

３
４

２
５

３km４
２km５
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小学校算数 第５学年

児童用かい答

８
３２

１５
６０

５ ７
４，１８

１
３

次の問題に答えましょう。

（１）（ ）の中の数の公倍数を、小さい順に２つ求めましょう。

①（３，４） ②（６，１８）
３の倍数…３、６、９、12、15、18、21、24 ６の倍数…６、12、18、24、30、36

４の倍数…４、８、12、16、20、24 18の倍数…18、36

（２）（ ）の中の数の最小公倍数を求めましょう。

①（２，６，９） ②（４，９，１２）
２の倍数…２、４、６、８、10、12、14、16、18 ４の倍数…４、８、12、16、20、24、28、32、36

６の倍数…６、12、18 ９の倍数…９、18 ９の倍数…９、18、27、36 12の倍数…12、24、36

（３）（ ）の中の数の公約数をすべて書きましょう。

（１８，２４）
18の約数…１、２、３、６、９、18 24の約数…１、２、３、４、６、８、12、24

（４）（ ）の中の数の最大公約数を求めましょう。

①（１６，２４） ②（３２，８０）
16の約数…１、２、４、８、16 32の約数…１、２、４、８、16、32

24の約数…１、２、３、４、６、８、1２、24 80の約数…１、２、４、５、８、10、16、20、40、80

次の問題に答えましょう。

（１）約分をしましょう。

① ② ③ ④

（２）通分をしましょう。

① ②

１

ほっかいどうチャレンジテスト

冬休み版③

５
１５

１２
４２

１ ２
３，５

１
４

２
７

１
４

４５ １４
３６、３６

それぞれの数の共通な
約数が公約数です。

公約数のうちで、いちばん大きい数が最大公約数です。

５ ６
１５、１５

公倍数のうちで、いちばん
小さい数が最小公倍数です。

分母と分子を公約

数の５でわります。

分母と分子を公約

数の８でわります。

分母と分子を公約

数の１５でわります。

分母と分子を公約

数の６でわります。

４と１８の最小公倍数は、

３６になるので、３６を共通

な分母として通分します。

分母と分子を、それらの公約数でわって、分母の
小さい分数にすることを、約分するといいます。

１２、２４ １８、３６

１８ ３６

１、２、３、６

８ １６

※次のページにも、問題があります。

２

３と５の最小公倍数は、

１５になるので、１５を共

通な分母として通分しま

す。
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３

（３）計算をしましょう。

① ②

③ ④

次の問題に答えましょう。

家から、 km西に公園があり、 km東に学校があります。

公園 家 学校

西 東

（１）公園から学校までは、何kmありますか。

式

答え

（２）家から公園までのきょりと家から学校までのきょりでは、どちらが
どれだけ長いですか。

答え

２ ＋ １
３ ４ １１ ＋ ４

５ １５

１１ － １４
１０ ２５

５ － ５
４ ６

３
４

２
５

３km４

３ ＋ ２
４ ５

２３
km １

３ km
２０ ２０

家から公園までのきょりの方が ７ km長い。
２０

答えが約分できるときは、
約分をします。

まず、通分して、どちらが
大きいかを確かめてから、計
算しましょう。

分母がちがう分数のた
し算は、通分して同じ分
母の分数になおし、単位
分数の幾つ分として考え
計算します。

３ ＋ ２
＝

１５ ＋ ８
４ ５ ２０ ２０

＝ ２３ １ ３
２０ ２０

３
－

２
＝ １５ －

８
４ ５ ２０ ２０

＝
７

２０

１１
１２

２
＋

１
＝

８
＋

３
３ ４ １２ １２

＝
１１
１２

１
１

＋
４

＝１
３

＋
４

５ １５ １５ １５

＝１
７

１５

５
１２

２７
５０

５
－

５
＝

１５
－

１０
４ ６ １２ １２

＝
５

１２

１１
－

１４
＝

５５
－

２８
１０ ２５ ５０ ５０

＝
２７
５０

２km５

１
７ ２２

１５ １５


